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　今年度から新たに始まった「佐呂間高校生
フォトコンテスト」の審査会が行われ、プロ
カメラマン岸本日出雄氏（佐呂間町出身）をは
じめ武田町長や教育関係者等の皆さんによる
厳正な審査のもと、６作品が見事入賞を果た
しました。
　審査員長を務めていただいた岸本氏からは
「提出された作品はどれも、高校生の若いピュ
アな目で見た自然の被写体が、フレッシュな
感覚で表現されておりとても感動した。レベ
ルの高いコンテストだった」と講評をいただ
きました。
　写真とともに募集していた「まちづくりに
向けた考え」では、自分の生まれ育った町「佐
呂間」を思う気持ちが伝わってくるものばか
りであり、中でも佐呂間町長特別賞を受賞し
た早坂さんの考えは、具体的なテーマが多く
盛り込まれ、ストーリー性のある文章として
まちづくりを思う気持ちが伝わるもので、町
長の思いと強く共鳴したものでした。

最優秀賞　　熊谷　凛　１年　「広々した青につつまれた可愛い黄色」

優秀賞　　沖崎　力哉　３年　「夕日と漁船」 �±�é�Ú�w�±�—�›
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佳作　　吉野　和　３年　「夕日と記念碑」

審査員長特別賞　　石川　七瀬　３年　「青」

町長特別賞【まちづくり部門】　　早坂　花凛　１年

　私が思う佐呂間の良いところは、子育ての支
援が充実しているところ、ごみ拾いや花壇の手
入れなど、住民の皆さんで協力して綺麗な町に
しているところ、年齢関係なく道ですれ違った
ら挨拶をしているところ、安心して生活できる
ところなど、沢山あると思います。実際、私も
この写真を撮るために町内を歩いている際に、
知らない方と少しお話をし、昔の佐呂間町につ

いて教えていただきました。
　こんな佐呂間町をより良い町にするためには交通面を充実させ、
車を持っていない子どもやお年寄りの方でも移動しやすくしたり、
今行っているごみ拾いなどの活動にもっと多くの人が参加し、綺麗
な町を保つことなどが大切だと思います。
　また、安心してすごせる町ではありますが、裏道の街灯が少ない
ことについては、日が短くなる冬は特に怖さを感じます。そして、
冬は滑りやすくなっているため、裏道にも街灯が増えると、より安
心・安全な街になると思いました。
　今後も子どもからお年寄りの方まで、幅広い年代の方々が過ごし
やすい佐呂間町になるように、住民全員で協力し、活動していける
と、より良い町になると私は思いました。

【町長講評】
　佐呂間高校生の皆さんが「自分の生まれ育った町」佐呂間町のま
ちづくりについて、真剣に沢山のことを考えてくれているのを知っ
て、大変うれしく思いました。その中でも、早坂さんの考えは、具
体的なテーマが多く盛り込まれていて、かつ、ストーリー性のある
文章として町を思う気持ちが伝わってくるものでありました。
　佐呂間町には、雄大で神秘的なサロマ湖や、四季折々の表情を見
せるドラマチックな自然にあふれていて、そのすべてが町の自慢で
あり魅力です。しかし、私は、佐呂間町の一番の魅力は「佐呂間に
住む人の心の温かさ」だと思っています。
　これからも町民が今まで以上にコミュニケーションを深めて、町
民皆の笑顔が今以上に輝くまちづくりを進めるために町長が先頭に
立って頑張ろうという勇気を持つことが出来る、私の思いに共鳴で
きたメッセージでした。

町長特別賞【写真部門】　　宮下　唯　２年　「自然」

【町長講評】　
　自宅近くの風景を写していますが、場所的に「サロマ湖」に気持ちが行ってし
まいそうなところで、身近な「川」の風景に注目した感性が素晴らしいです。
　佐呂間のことは誰よりも知っていると思っていた町長が「こんな場所が佐呂
間にあるの？」と驚いて、実際に場所の確認に行ったほどでした。
　この写真を見たときに、時間が止まっているような静寂さと新鮮さを感じ、
川の奥に心と時間が吸い込まれるような衝撃に襲われ、まるで、ヨーロッパの
中世の油絵の世界にタイムスリップしたような気持ちを覚えました。


